
VCC道路防災対策工事例 暗渠吞口部閉塞防止に適用

技術トピックス

神奈川県で被災した林道の災害復旧対策に採用されたVCC道路防災対策工と多角形EXセルが完成しま

したのでご紹介します。

令和6年8月、県内では台風10号による土砂災害が多数発生。秦野峠林道では沢からの土砂流出で暗

渠が閉塞し、土砂が道路に流出する災害が発生しました。

コンクリートの土留めで復旧対応した場合、袖部嵌入を考慮すると掘削が大きくなり現実的ではな

いことから、掘削を最小化でき、コストが安く、短期間で施工可能なVCC道路防災対策工が採用とな

りました。また、支柱とエキスパンドメタルの着脱が可能なため、堆積土砂の除去といった維持管理

が容易なことも採用の決め手の1つとなっています。左右の間詰兼法面保護工には、大型かご構造物の

多角形EXセルが使用され、流水や土石流が側岸に回り込むことによる地山の浸食と土砂流出を防止し

ています。



 

VCC道路防災対策工と左右の多角形EXセル設置にかかった実施工日数は18日間（床掘やコンク

リート養生含む）。施工業者の方から「組立てが簡単で早く施工できた」と施工性を高く評価して

いただきました。
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VCCシリーズ商品は、土石や流木を捕捉する土砂災害対策工として、砂防・治山・道路・急傾斜

地などの各分野においていろいろな用途に適用できる土砂災害対策工です。多角形EXセルは八角形

のセルユニットを自在に連結できるかご構造物で、応急対策工はもちろん恒久施設の床固工・護岸

工・土留工として活用できますどちらも災害復旧対策として迅速に対応することができますのでぜ

ひご相談ください。


